
事業名 

研修名 看護職員認知症対応力向上研修 

開催日時 令和 5 年 9 月 24 日（日）～26 日（火）  時間 9：30～16：30 

受講者数 67 名（会員 50・非会員 17） 定員 50 名 

ねらい 

・認知症患者の入院から退院までのプロセスに沿って基本的な知識を習得す  

 る 

・個々の認知症の特徴・症状に対する実践的な対応力（アセスメント、看護

方法・技術、院内外連携手法）を習得する。 

・マネジメント（人員、環境、情報管理等）の実践的な対応方法及び教育技

能を習得する 

講師 

医療法人一条会 渡川病院 院長           吉本 啓一郎 

JA 高知病院 認知症看護認定看護師         松髙 ゆり 

社会医療法人近森会近森病院 認知症看護認定看護師 小松 有希 

医療法人おくら会 芸西病院 老人看護専門看護師   田村 文佳 

内容 
看護職員 認知症対応力    講義・演習 

 

１．アンケート結果  回答数 60 名  回収率 90％ 
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4）研修内容の理解度             5）参加目的の達成度 

  

 

6）今後の活動に活用できるか          7）課題、方向性の明確化ができたか 

  

8）研修内容の評価 
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9) 研修の講義全体を通した感想  

（複数回答） 

 

 

2．感想 

・今から病棟で認知症チームを立ち上げるので勉強になった。 

・他病院の方々との話し合いができ、色々な情報も知る事ができよかったと思います。 

・大変勉強になりました。 (3 件) 

・認知症看護について知識やケアが深まる講習でした。 

・現場に活かせるとても有意義な研修でした。 

・とても学びが深まりました。 明日から活かします。 

・認知症ケアについて再度考える機会になりました。自分の対応を見直して、他のスタッフへの伝達講

習もしていければと思っています。 

・今回の講義で気付けたことが多くあり、 明日から業務に生かしていこうと思いました。 

・改めて人としての尊厳について認識し、気づかずにしている事があるのではないかと思いました。管

理者や他のスタッフにも聞いて欲しいと思いました。大変、勉強になりました。 

 

３．研修担当者コメント 

認知症の知識・実践対応力・組織へのマネジメントについて広く学べ、受講生からは、「勉強にな

った」と多くの声が聞かれていた。 

高齢化社会の中、認知症患者との関わりは常に身近な問題で、参加者の興味や関心が非常に深く、 

自分達の経験を振り返りながら講義を聴くことができていたと感じた。演習では、積極的に意見交

換や、他施設の方との情報共有を行うことができ、今後取り組むべき課題が明確にされていた。 

カリキュラム改訂に伴い、講義・演習共に非常に充実した内容であった。今回学んだことを、日々

の認知症看護に活かし、スタッフへの育成・教育に携わっていくことで認知症看護の質の向上につ

ながる事を期待したい。 
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